
車
くるま

椅
い

子
す

で行う室
しつ

内
ない

ラグビーです。パラリンピック種
しゅ

目
もく

の中では

唯
ゆい

一
いつ

、車
くるま

椅
い

子
す

を相手にぶつけるタックルが認
みと

められていま

す。このため、激
はげ

しいコンタクトプレーにも耐
た

えられる頑
がん

丈
じょう

な

競
きょう

技
ぎ

用
よう

車
くるま

椅
い

子
す

を使用します。１チーム４人制
せい

です。 

「実際
じっさい

に車
くるま

椅
い

子
す

がぶつかり合う瞬
しゅん

間
かん

はぞくっとするものが

ありました」。……いきいきと語る三
み

阪
さか

さんは、困
こん

難
なん

にぶつか

っても、信
しん

念
ねん

をもって努力を続
つづ

ければ、開
ひら

けていく道がたく

さんあることを教えてくれました。そして、「できない」と言

っているうちは何もできない。「どうすればできるか」を考えな

がら少しずつ前
ぜん

進
しん

することが、夢の実現
じつげん

につながります、と話

されました。 

今はまだ具
ぐ

体
たい

的
てき

な夢がなくても、皆さんはいつか、自分の

将
しょう

来
らい

を思い描
えが

き、一つに決める日を迎
むか

えます。そのとき、夢

の可
か

能
のう

性
せい

をどれだけ広げられるかは、今の努力にかかってい

ます。ぜひ、覚
おぼ

えておいて欲
ほ

しいと思ったことばでした。 

ところで、ウィルチェアラグビーは、障
しょう

がいの程
てい

度
ど

によっ

て各
かく

人
じん

に点数が付けられ、４人の点
てん

数
すう

合
ごう

計
けい

が規
き

定
てい

の点数以下

になるように選手を組み合わせるのだそうです。つまり、障
しょう

がいの重さや特
とく

性
せい

がどうであれ、誰
だれ

もがチームの中で自分の

役
やく

割
わり

を果
は

たせるようなルールになっているということです。

これは大
たい

切
せつ

なことです。 

クラスの中で、学年・学校の中で、役
やく

割
わり

のない人、自分の役
やく

割
わり

が果
は

たせない人はいません。個
こ

性
せい

は違
ちが

っても、誰
だれ

もが持
も

ち点
てん

のあるチームの一員
いちいん

。大切な役
やく

割
わり

を担
にな

っています。１学期を

終えるに当たって、思い出しておきたいことです。 

さあ、夏休みにはチャイムがない。自分がチャイムです。実
みの

  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

租
税
教
室
を
実
施
し
ま
し
た 

  

年度当初に 

校長  田邊 克宣 

校庭では、つい２週間前に咲き誇っていた

桜の花が、今は瑞々しい新緑に取って代わり

ました。木々の若芽の生命力に負けじと、体

育でランニングをする大西中生の元気な掛け

声が響いてきます。ここ数日は、この当たり

前の風景が、ひとしお大切に思えます。 

熊本県を中心とした大地震の余波は今なお

続き、避難先では多くの人々が不自由な生活

を余儀なくされています。この間に、南米エ

クアドルでも大きな地震が発生しました。い

ずれも、一刻も早く安心できる日が来ること

を願いながら、犠牲になられた方々のご冥福

をお祈りするばかりです。 

生徒たちには、朝礼の場で、今の自分に何

ができるかを、自分のこととして考えようと

伝えました。日を改めての各学級での話し合

いでは、真剣で活発な意見交換がなされてい

ました。現場は混乱の極みにあるだろうから

こそ、冷静に判断し、できることを考え、実

行していきたいと存じます。 

さて、平成２８年度、１７５名の新たな仲間

を迎え、全校生徒５３３名による１学期がスタ

ートしました。本校の伝統である「 真面目に、

一生懸命 」を体現するように、朝読書では、

皆よく集中して、本の世界に入り込んでいま

す。運動部では、春季大会が始まりました。

早々に優勝を決めた部もあれば、これから決

勝戦やベスト４をかけて戦う部もあり、大西

中生の面目躍如といったところです。もちろ

ん、結果がすべてではありません。大西中生

の一人一人が、それぞれの活動に、真面目に、

一生懸命に取り組んでいる、その成果である

ということを、生徒たちには伝えました。残

念ながら今回は不本意な結果であったとして

も、気持ちを切り替え、次の目標に向かって

果敢に挑戦していくことを信じています。な

にしろまだまだ始まったばかりです。 

視点を変えて社会を見れば、グローバル化

と共にダイバーシティの必要性が説かれ、日

進月歩の科学技術がさらに進展する中、我々

を取り巻く環境の変化の速度たるや、まさに

１学期を終えるにあたり 

校 長 山田 敏久 

先週末に発生した西日本豪
ごう

雨
う

で被
ひ

災
さい

された方々、および関

係者の皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。また、一日

も早い復
ふっ

興
こう

をお祈りいたします。 

四
し

季
き

の移
うつ

ろいと自然が美しい日本ですが、一方で地震、津
つ

波
なみ

、噴
ふん

火
か

、台風、豪
ごう

雪
せつ

、豪
ごう

雨
う

……と、自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が多
た

発
はつ

する国

でもあります。行方
ゆ く え

不
ふ

明
めい

者
しゃ

数
すう

が減
へ

らず、死
し

亡
ぼう

者
しゃ

数
すう

ばかりが増
ふ

えるという、痛
いた

ましい惨状
さんじょう

にことばを失
うしな

うばかりでした。 

さて、早いもので今年度の三分の一が過
す

ぎ、今年はもう半

分以上が終わろうとしています。これから終業式までは、１

学
がっ

期
き

のまとめの時期
じ き

です。入学・進学した

4月から今までの学校生活、自分の生活を振
ふ

り返
かえ

り、できたこととできなかったことを

書き出してみるとよいと思います。 

そして、そのときには、朝礼で話した「五
ご

色
しき

の短
たん

冊
ざく

」を思い出してください。 

分
わ

かりやすく復
ふく

習
しゅう

すると、青は思いや

り、赤は感
かん

謝
しゃ

、黄は友
ゆう

情
じょう

・誠
せい

実
じつ

、白は正
せい

義
ぎ

、

紫
むらさき

は勉強を表しているというものでした

ね。つまり、これらの５つをきちんと身に

付けることが、人として大切なことである

と、ずっと昔
むかし

から理
り

解
かい

されていたわけです。 

だから、通知表をもらう前に、「友達には

優
やさ

しくできたか」「『ありがとう』と、あいさ

つのことばはちゃんと言えたか」「目の前の

すべきことに精
せい

一
いっ

杯
ぱい

向
む

き合
あ

ったか」「よいこ

とと悪いことのけじめはつけられたか」「しっ

かりと勉強したか」といった五
ご

色
しき

を、ぜひ思

い出してほしいと思います。 

７月２日、蓮根
は す ね

地域
ち い き

センターで、青
せい

少
しょう

年
ねん

健
けん

全
ぜん

育
いく

成
せい

地域
ち い き

懇
こん

談
だん

会
かい

が開かれ、ウィルチェア

ラグビーの元
もと

日
に

本
ほん

代
だい

表
ひょう

選手である三
み

阪
さか

洋
ひろ

行
ゆき

さんの講
こう

演
えん

がありました。

ウィルチェアラグビーは、パ

ラリンピック競
きょう

技
ぎ

の一つで、

進  

板橋区立志村第三中学校 
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６
月
16
日
（
土
）、

３
年
生
の
社
会
科
授

業
で
、
東
京
税
理
士

会
・
板
橋
支
部
よ
り
講

師
の
税
理
士
の
先
生

５
名
を
お
迎
え
し
、「
租
税
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。 

授
業
前
半
で
は
税
金
の
種
類
を
学
び
、「
人
は
一

生
の
う
ち
に
、ど
の
よ
う
な
税
金
を
納
め
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
」
、
ま
た
「

そ
の
税
金
が
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
」

を
知
り
ま
し
た
。 

授
業
後
半
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
税

金
の
徴
収
を
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
公
平
な
の
か
を

考
え
、
累
進
課
税
制
度
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

意
欲
的
に
話
し
合
い
、
解
答
を
出
し
て
い
た
姿
が

印
象
的
で
し
た
。 

こ
の
日
は
学
校
公
開
で
し
た
が
、
租
税
教
室
を

参
観
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
か
ら
も
、「
と

て
も
興
味
深
い
授
業
で
し
た
。
敬
遠
し
が
ち
な
財

政
や
税
の
こ
と
、
家
庭
で
も
、
も
っ
と
話
題
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
う
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

●
「
税
を
考
え
る
事
は
国
を
考
え
る
こ
と
。
国
を
考
え
る

こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
」

と
い
う
言

葉
に
感
動
し
た
。（
３
年
男
子
） 

●
小
学
校
で
も
教
わ
っ
た
税
の
こ
と
を
、
よ
り
細
か
く

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
税
金
と
い
っ
て

も
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
ゃ

ん
と
し
た
目
的
が
あ
り
、
国
民
一
人
一

人
に
適
し
た
集
め
方
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
新
し
く
知
り
た
い
こ

と
も
出
て
き
た
。（
３
年
女
子
） 

●
私
た
ち
中
学
生
に
１
年
間
１
０
０
０

万
円
以
上
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
１
回
の
授
業
で
約
８
０
０
円
相
当

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
、
国
か
ら
価

値
が
あ
る
存
在
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
、
学
校
生
活
を
大
切

に
し
よ
う
と
思
っ
た
。（
３
年
男
子
） 

 

りある四十日間を送りましょう。 

保護者や地域の皆さまには、１

学期の間、本校の教育活動にご理

解とご協力をいただきましたこ

とに、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

取  

完
全
休
校
日
に
つ
い
て 

本
校
で
は
、
８
月
13
日(

月)
～
15

日(

水)

ま
で
を
「
完
全
休
校
日
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
こ

の
期
間
は
、
学
校
に
職
員
は
勤
務
し
ま
せ
ん
の
で
、
校
舎
内

に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
部
活
動
・
施
設
貸
出
も
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

社会を明るくする運動 
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連
合
移
動
教
室
が
大
成
功 

こ
れ
か
ら
の
成
長
に
つ
な
が
る
時
間 

移
動
教
室
担
当 

浅
井
一
人 

８
校
合
同
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
１
日

目
は
天
気
に
恵
ま

れ
、
沼
原
湿
原
に
行

き
ま
し
た
。
２
日
目

は
雨
天
の
た
め
、
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
ピ
ア

と
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

の
見
学
を
し
ま
し

た
。
３
日
目
は
り
ん

租
税
教
室
が
終
わ
り
ま
し
た 

 

■7月-9月のおもな予定■ 

7/14日(土) 土曜授業 
 保護者説明会 

(移動教室・校外学習・修学旅行) 
7/19日(木) 美化活動 
 地区別班編成 
7/20日(金) 1学期終業式 
7/22日(日) 数学検定 
7/23日(月) 三者面談始 
 夏季学力補充教室始 

(～ 7/27) 
8/ 5日(日) 広島平和の旅(～8/7) 
8/ 8日(水) 長崎平和の旅(～8/10) 
8/13日(月) 完全休業日(～ 8/15) 
8/24日(金) 夏季学力補充教室始 

(～8/30) 
8/26日(日) ﾏﾚｰｼｱ海外派遣(～9/1) 
9/ 3日(月) 始業式 
 集団下校訓練 
9/ 6日(木) 連合陸上大会 
 夏季総体閉会式 
 専門委員会 
9/ 7日(金) 領域診断ﾃｽﾄ(3) 
9/ 8日(土) 土曜授業プラン 
 家庭教育学級 
 新入生保護者対象 

学校説明会 
 部活動見学会(午後) 
9/10日(月) 全校朝礼 
 学校説明会(6組) 
9/11日(火) 生徒会役員選挙 
9/12日(水) 宿泊行事前検診(1)(3) 
9/14日(金) 修学旅行(3)(～9/16) 
 給食試食会 
9/18日(火) 振替休業日(3)(～9/19) 
9/19日(水) 貧血検査(1)(他) 
9/20日(木) 校外学習(2) 
9/25日(火) 移動教室(1) (～9/27) 
9/28日(金) モアレ検査(1) 

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
を
開
催 

  

ど
う
湖
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。（
２
年
６
組
） 

 

家
庭
の
授
業
に
、

一
般
財
団
法
人
水

産
物
市
場
改
善
協

会
か
ら
、
４
名
の

「

お
さ
か
な
マ
イ
ス

タ
ー
」

が
登
場
し
ま

し
た
。
題
し
て
『

出

前
授
業 

魚
に
は
骨
が
あ
る
』。
ど
う
や
ら
、

子
ど
も
が
魚
を
敬
遠
す
る
理
由
は
「

骨
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
な
ら
ば
、
魚
の

上
手
な
食
べ
方
を
プ
ロ
が
伝
授
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
わ
け
で
、
当
日
は
本
物
の
「

マ

ア
ジ
」
を
試
食
し
ま
し
た
。
海
洋
国
の
日
本

い
と
思
い
ま
す
。（
２
年
男
子
） 

■

平
和
記
念
式
典
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
原
爆

が
落
と
さ
れ
た
理
由
な
ど
も
学
び
た
く
な

り
ま
し
た
。「
平
和
」
に
つ
い
て
、
皆
ん
な

に
も
、よ
り
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
が

ん
ば
り
ま
す
。（
２
年
女
子
） 

で
こ
そ
、
栄
養
価
が
高
く
、
お
い
し
い
食
材
で
あ
る

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
参
加 

『

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。
法
務
省
が
主
唱
し
、
板
橋
区
で

は
、
板
橋
区
保
護
司
会
が
推
進
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
７
月
２
日(

月)

夕
方
、
生
徒
会
役
員
会

の
生
徒
が
三
田
線
蓮
根
駅
前
で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
、
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

■夏休みにむけて 

(1)規則正しい生活を 
夏休みの過ごし方の基本 

は、「規則正しい生活」です。 
ふだんと同じような生活リズム

を保たないと、9月からの学校生活を

順調にスタートさせることができま

せん。楽しい行事もある休み期間で

すが、ぜひ、お子さまが規則正しい

生活を送れるよう、保護者の皆さま

のご注意をお願いいたします。 

(2)安全な生活を 
都内では自転車事故が多発して

います。特に、自転車を運転してい

た子どもが加害者となり、高額の賠

償請求が発生する事故も起きてい

ます。自転車事故につきましては、

ご家庭でも特にご注意ください。 

また、夜間外出などに起因するト

ラブルや非行も発生しがちですが、

保護者同士で連絡を取り合うこと

が防止につながることも多いもの

です。「もう中学生だから」と考え

ず、さりげない目配り気配りをお願

いできれば幸いです。 

(3)インターネット、SNS等の利用について 
Line、ツイッターなど、インター

ネット上のサービスを利用するこ

とで思わぬトラブルが発生するこ

とがあります。長期休業中は学校で

直接会って解決することも難しい

ため、９月になってから問題が深刻

化するケースが多くあります。 

軽い気持ちで自分や友達の個人情

報を書き込んだり、トラブルの原因

になる内容を書き込んだり、写真を

掲載したりしないよう、ご指導をお

願いいたします。 

ま
い
、
難
し
か
っ
た
で
す
。（
２
年
女
子
） 

■

１
年
生
で
習
っ
た
内
容
で
、少
し
覚
え
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
か

ら
の
生
活
を
見
直
し
て
、
日
頃
か
ら
勉
強

を
し
て
い
く
姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。（
２
年
男
子
） 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

蓮
根
仲
町
会
会
長 

蓮
根
本
町
会
会
長 

 

平
成
30
年
度
学
校
運
営
連
絡
協
議
会
委
員 

高
橋
克
佳 

様 

早
乙
女
成
広

様 

米
澤 

徹 

様 

立
澤 

修 

様 

山
口
洋
一 

様 

渡
邉 

武 

様 

内
田
耕
正 

様 
 

 

家
庭
科
で
出
前
授
業
を
開
く 

 

東
京
都
学
力
調
査
を
実
施 

２
年
生
を
対
象
と
し
た
「

児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
が
終
了
し

ま
し
た
。
生
活
調
査
を
含
む
６
時
間
連
続

の
試
験
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
頭
を
働
か

せ
て
、
問
題
に
挑
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

■

特
に
国
語
の
問
題
は
、長
い
文
章
問
題
が

多
く
て
、
読
む
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

板
橋
区
特
別
支
援
学
級
８
校
合
同
の
連

合
移
動
教
室
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
那
須
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
は
、目
の
前
ま
で
キ
リ
ン
や

ラ
マ
と
い
っ
た
動
物
が
迫
り
、差
し
出
し
た

エ
サ
を
食
べ
る
姿
に
感
動
し
き
り
で
し
た
。

ま
た
、
８
校
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
生

徒
150
名
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
２
泊

３
日
の
寝
食
を
共
に
す
る
生
活
は
、学
校
生

活
と
は
違
っ
て
、み
ん
な
で
決
め
た
約
束
を

守
り
、
周
り
の
状
況
を
見
て
、
お
互
い
に
少

し
ず
つ
気
遣
う
共
同
生
活
に
な
り
ま
す
。事

前
学
習
で
班
長
や
係
を
決
め
、そ
れ
に
従
っ

て
活
動
し
た
結
果
、小
さ
い
社
会
が
で
き
上

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
み
ん
な
愉
快

に
楽
し
み
を
見
出
し
て
過
ご
す
姿
に
た
く

ま
し
さ
を
覚
え
、こ
れ
か
ら
の
大
き
な
成
長

を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
空
間
と
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
出

発
か
ら
帰
着
ま
で
、多
く
の
ご
協
力
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

■
う
さ
ぎ
が
か
わ
い
か
っ
た

 
 

１
年
男
子 

那
須
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
キ
リ
ン
を
見

ま
し
た
が
、
首
が
長
く
て
怖
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
番
か
わ
い
か
っ
た
の
は

う
さ
ぎ
で
す
。
体
が
ふ
わ
ふ
わ 

し
て
い
ま
し
た
。（
１
年
６
組
） 

■
と
て
も
楽
し
か
っ
た 

 
 

２
年
男
子 

７
月
６
日
（
金
）、
第
１
回
学
校
運
営
連

絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
の
皆

さ
ま
に
は
３
時
間
目
の
授
業
見
学
と
給

食
の
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
生

徒
の
様
子
が
落
ち
着
い
て
い
て
安
心
し

た
」「

先
生
が
熱
心
で
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」

「

給
食
が
お
い
し
か
っ
た
」「

電
子
黒
板
が

見
や
す
い
。
上
手
に
使
っ
て
い
ま
す
ね
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

■

代
表
派
遣
生
徒
が
決
定 

夏
季
休
業
中
に
、本
校
よ 

り
各
地
に
派
遣
さ
れ
る
生
徒
が
決
定
し
ま

し
た
。
学
校
代
表
、
日
本
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
学
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
） 

マ
レ
ー
シ
ア
海
外
派
遣 

２
年
女
子 

広
島
平
和
の
旅  

２
年
男
子 

長
崎
平
和
の
旅  

２
年
女
子 

■

様
々
な
国
の
文
化
や
生
活
に
つ
い
て
知

り
た
く
て
立
候
補
し
ま
し
た
。
日
本
と
比

べ
て
ど
ん
な
文
化
や
生
活
様
式
の
違
い
が

あ
る
の
か
、
学
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
年
女
子
） 

■

広
島
の
原
爆
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
、

当
時
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
の
で
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
き
た

保
護
者
会 

７
月
14
日
（
土
） 


